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三 つの柱jが提唱されるとともに、 学習方法の方針ー と
して「 アク ティブ ・ ラ ー ニ ングJ が打 ち出されている0
2016年 12 刃 の答 申 では、 アク ティブ ・ラ ー ニ ングは
f主体的・対話 的で深い学びji と規 定されている。 そ
の趣旨 には、 キャ リ ア形成 の方向性と
して学ぶこと、 そ
かで学びを深めることの3 点が記されている。
昨今のアク ティブ ・ ラ ー ニ ングの流行は、
している。 アク ティブ ・ラ ー ニ ングを
アク ティブ ・ラ ー ニ ングを
方向的な知識伝達怒/l/11: 義を関 くという （ 受動的）学習
を乗 り越える意味での、 あらゆる能動的な学習jであ
り 尽き く・話 す・発表 するなどの活 動へ の関与 と、 そ
こで生じ る認知ブ ロ セ スの外化を伴 うJ 2 と
この徒 動的な活 動を強調するアク ティブ ・ラ ー ニ ンク
2
；こ；土 、f ための受けlI立 と
を rf也 者と横揺 的；こコ ミ
ユ ニノケー ショ ンずるW7 ク ティブ Jな性格をもつものj
3へ と転換 するとの期待 が込められているc
アク ティブ ・ ラ ー ニ ングの動向には、 生徒 が活 動；こ
終 始する f 活 動主義j；こ｜陥 るとの批判が卒 くから提出
されていたC fダJえば 、 西部力日名 窓 は「知識 （内容）と
活 動の承認f[ Jへ の危棋 を踏 まえて f 深く扱 う知識を明
確にしたうえで、 それに対応 する活復j を位置づ
‘
げ るw
とJ4 の重要性を説く。 同様に、 問 中耕 治は「アク ティ
ブ ・ラ ー ニ ングは活 動主義になるという使 い古された
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このような 「活 動主義j批判はあるものの、j法 上が
思考の 「タト ｛ヒ j や、 多様な地 者と一 つの課題を追求す
る中での f公 共留 コ ミュ ニ ケー ショ ンJ 6 をE重視するよ
うに、 アク ティブ ・ ラ ー ニング］ま汎倒 的な能力の育成
を自指す｛節句 にあるc この点、 アク ティブ ・ ラ ー ニ ン
グの流行は、 資 質・ 能力ゃ れ 世紀型 スキル など く 新 し
い能力〉 をE重視する近年のコ ンビ テンシー ・ ベー スの
と軌 をー にしている。 すなわち、 各教科の内
容論をやや不問に付 しつつ、 資賓 ・能力育成 のための
活 動それ自体；こ焦点が合わせられている。
この状況 において、安彦忠彦；ま 資賢岳 ・ 能力が 仁、 格j
に大きく龍わること 自的で






以上を亥 とめれば 、徒 動的な活 動と資 質 ・能力の育
成 が強課 されるやで、 あ
目的を人格形成 に置 きつつも、 教科




外のこ領域で教育課程を構想、 したこ と、 並びに教科指
導にお いて 「 見通しの組織化j や f 授業での概括J を
重重 視したこ とを指摘 し、 f 授業を知的陶治 の場所とし
て徹底 するというこ とから、 授業における�Jil 脊 の問題
は追求されなく てはならなし＇J 9 とした。 だが、 先行研
究では教育諜 程綴 成の涼王室 となる人格と学力 、 行動と
学習、 認識と技能といった諸概念の規 定や内的関係を
明らかにしておらず、 ま た教科指導の持つ国 有 のfilfifi直
についても十 分に整 理されていなし 、IOC
そこ で本穏 では、 城丸 の教育課程論の諸概念を繋潔
しつつ、 教科指導に関手干 の錨伎 について考察する。 ま
ず城主L による教育会 課程の綴域を確認し、 次に教官課程
の諮概念を整 理した上で、 現状 の動向；こ検討を加 える。
なお、 本稿では城1し が教育課程を体系 的に論じた1960
年代から19 70年代の文献 を主な対象とする。




f 学校において児遂 ・生徒 がおこ なう活 動を、 その取
りく みの対象によって、 大きく 分類す れば、 生活 者と
しての行動と学習とに分かれま すJ 1 1 とされる。 f行
塁手�J とは学校のゆ で生活 するこ とであり、 f 学習j とは
f 知識や技誌 を教えるこ とj である。城メし は、 集団の
f 行塁手JJ を過 した指導と、 系 統的な学習を区別し、 そ
れぞれ f 教科外活 動j と f 教科指導j としたc f 教科外
活 動j にはク ラブ 活 動などの f児童 ・ 生徒 がおこ なう
自治的活 動j と、 遠 足など 「 教師が夜接に総識 し指導
する活 動j の大きく 二つが含ま れている。
城メし によれば、 こ れら f 教科指 導j と 「 教科外活 動j
；立会主 校が事前；こ計画 するものであり 「計酒的指導J の
カテゴ リー に含ま れるc 一 方で、 築関 での生活 安営 む
学校では f予 定もできず、 Jil安 次的・ 系 統的な指導も困
難 なものj があるとされる。 それらは f 民主的交わり
の指導j と 「 綿 入としての指導j に二分されており、
前者は、 「 学校生活 での、 教師や友 人との交わり方、 接
し方の指導j 、 後者は f個 人的な困難 ・悩 み・不安 とい
ったこ とに対する指導j などが該当 する。 こ れら二つ
の指導は 「非計閥 的指導活 動j とされ、 「計底 的指導」
と区別して教資課程の領域を占 めている。
こ れらの領域を繋捜 して、 城丸；立国 1 ；こ示す 「 学校
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「 教科の洛霧
車 r 計図約 j
t-� I 議議 1 f 宗治的j苦護主の翁悪事
；尖 i i 綴襲警約・5奪回約浴室詰 ベ
議イ 立側外のj言動 i 捌が鴎に縦し、
古 l i 繁淫する長織的・主義E室
長 i 券鈴蘭約「 民主約交わりの L 約活動の箔議言 l f閥 1 櫛
'- i俗人としてのお毒事
図 1 学校の教育計画
の教育計画 」 の構造を示した1＼ ま ず、 計箇 的な指導
と非言十在留 的な指導が区日IJされ、 さらにそれぞれ2 つの
領 域に区別されている。 こ の教育課程の領域は、 計画
的な指導のなかに 「 教科j と 「 教科外」 のこ領域で編
成されているとこ ろに特徴がある。 城丸 は、 「 教科J と
f 教科外活 動j ではなし、 「第三 の領域はありえま せんj
と断 言する。 玄 た、 f 教科と教科外諸 活 動とを分けるの
は、 ；；勾i台 と初予f との区百IJを根拠 としているのではなく
て、 知識や技能を教えるこ とと行動を指導するこ とと
、を直接の桜拠 とするものj 1 3 ど 説明する。
干 のように、 城メし の教育課稜 では 「計磁 的指導J に
おける f 行動J と f 学資j の違いが強識 されており、
その違いに従 って 「 教科j の指導と f 教科外J の指導
が区別されている。 では、 城丸 の 「 行動」概念、 およ
び f 行動」 と 「 学習j との関係やそれぞれの教育的な
作熊 はどのように整 理されるのだろうか。
3 . 「行動j概念と 「学習j概念
( 1 ） 人格の形成と 「行動j
ま ず、 城丸 による学校教育の際 的を確認しておこ う。
城丸 によれば、 子どもが学；まなければ ならないのは「 人
や物に｛ぬ きかけるためj 14 であった。 単に 「 あれこ れ
を知るj だけでは不十 分で、 あり、 f 人である教師・父
母 ・友 人に働きかけるこ と、 物である自然 や人：仁 物、
それから人間の特殊な産物である科学や文化 〔 中堅引
に働きかける」こ とが学校で保障 されなければ ならな
いとされる。 こ こ から、 学校は人や物への働きかけが
計画 的；こ組織される点、 に意義 があるとし、う。
「 人や物に働きかけるj ために必婆となる f 人生の
さま ぎ ま な事象に対する用意ある態勢J 15 を持つこ と
が、 城丸 のいう f 人格J の中核 を担っている。 城丸 は、
f 呉 体的人絡ができていくことを形成と呼 ぶj とし、
このf 形成jば 直接的には指導で、きないというぷ で f平
行的形成jと言言 い換 えられ るc すなわち、 城主し のいう
f 人絡j ば 、 知識や技能のように教師が伺号I J (こ 取り出
して指導できるものではなく、 あ として
主体の組！J ； こ 形成され るだけなのである。
そして、 波メし によれ ば り、 格j の形成は f 行動と行3
!lt/J の条件： との総体j 16 によっ て促 され るお 「 行動jとは
「 身体的なふ るまい方jである動作や技能を含めた、
f 目的的行動であり、 その民 的を逮 成するための一連
17 とされ る。 食 事をとる、 食器 の後片
付 けをするといっ たお；全然 活 での動作はすべ て尽 的を
り、 毅l1学 の視点か らえ て
そして、 この f 行動j とその
との関係で、 「 人格j は形成され るという。
で｛士 、 「 行動j と 「 人絡j の関係はどのように盤怒
され ているのかコ 波丸ば 「？子 動というものは全 人とし
ての｛街地 マ あり、 行動か ら受ける影努 も全 人としての
それ であるj 18 とし、 f 行動j を が反i渉と され た
ものとして捉 えている。 波丸 によれば、 f 行動というも
のが、 指先でボ タ ンを持 すという術単な動作でさえも、
全 人絡的建立誌 としておこなわれ ているものであること
に気 づか ないわけにはいか ないJ 19 のであるひ 城丸 に
とっ ては、 個7Jljの技能を｛吏 うことも、 f 行委ザfJJ し ている
とし づ 意味では 「 人絡j が反映 したものであり、 すべ
ての生活 は f 人絡J rぬ なものなのである。
が 「 人絡jそと 反執 する一 方で、 城丸 は f行
動は、 ？ヲー弱j し た人；rn 自身を教育する教育カ口 自己 形成
カをもっ ているJ 20 とし、
形成され るとしている。 とりわけ、 r A:!'&J の形成には
潟 りのき集 団の反応 が重要であるとされ 、 「 人格とは、 個
人を－ とり玄 く社会的諮 関係の余 人としての反燃 の総体
であるJ 21 とも言言 い換 えられ てし 、 る。 つまり、 添；こ 「 行
。り するときに 「 人格jが形成され るので、 はなく、 主
に集拐 のなか で 「 行動jした結果を自己 が認、殺 すると
も ？ ？
と t」 、 が形成され ると論じて いる。
このように、 城丸 の f 行動j
生活 を動作のfWHmか ら切 り取っ たものであり、 すべ て
のお 常的な塁手j きも含まれ ているじ 波1し にとっ ては、 一
方で、 すべ ての 「 行塁手fJj とは f 人格j の反映 され たもの
であり、 他方「人絡jの形成は、 r11·!IrlJJ の結果の即決
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によっ て形成され るものとされ ていたc では、 この「全
人格的J とされ る ；士 、 個々の身体的な技能と
はどのように嬰 なっ ているのであろうか 。
（之 ） 技能と f行動j
波丸；土 、 手法と技誌 を次のように説明する。 すなわ
ち、 手法とは f個 別のやり方のうちで、 伝達 可能であ
り、 その有効性が篠 認され たものJ であり、 技能とは
よっ て習熟 され たものj 訟 で あると。
支 た、 技能は 「 設 的を達 成するための手段 や道具とで
もいうべ き性笠 をもっ ているj とされ る。 仔iJ えば 、 i底
流 いのように、 ｛可か 自約 を達 成するための 「 やることj
；こ 関して人々 の間で分か ち伝 えられ てきたもの を、 ｛［話
人が習熟 したものが技能と呼ばれ るc
ニの技能ば 、 一 方で f 行動のなか で繰り迭 して使用
され る部分動作J とされ 、 i 行動j の苦言 素とされ ている。
ただし、 城丸 によれば 、 rn-wJiJ は ？通 常は複合され た
手法・技能を行使 することによっ てf: Hの を逮 成するj23 
とされ る。 だか ら、 f単独 の手法・ 技能の習得は、 通�
；土 、 行動上 のある可能性を橋 大し〆 たにとど亥 り」 、 「 手
法・ 技能の組 合わせ能力ょ がなけれ ば f 行動j として
は f 発動され な＼， 'J とし寸。 fyjJ えば、 皿洗いの姿芸誌 で
ある食器 を持つ、 おを斉せ を出すといっ た技能を習得して
いるニとと、 食 後に血 を洗うという 行子塁手fJJ が実際 に
できることの間には、 単なる量 的な拡 大ではなく、 質
的な差 異があると想定され ているのである。
w の技吉を と の質的f丈援兵 ；士 、 それ ぞれ がf 学
習j され るか 「形成jされ るか という相違へ とつなが
る。城丸 は、 7 技能は学習しなけれ ば ならないものであ
り、 行動のしか たは行動のなか でJ右 導され なければ な
らないものj お と区別する。 盛li交 いの｛界j で言 えば 、 肢
を洗うという食 後のf{f!IrJ J は、 「洗剤 を泡 立てるj と
いっ た偲々の技能の習得を過 してできるようになるも
のではない。 f 行動j ； こ はf人絡j が関係するため、 そ
の生起は単に個々の技能の 「 学習J 0） 成果
ないというのである。
先にえ たように、 波丸 における技能とは8 的 を達 成
するための手段 とし づ 性質を持っ ている。 だが、 技能
は fA の自的；こ も8 のお 的にも使用できるj という側
宣言 があり、 その意味で f 民 的か らは初 対的に独 立して
し 、るj25 もので、 ある。 そして、 f 相 対的に独 立しているj
というこ とは、 「 それ自体を独 立の学習対象とするこ
とができるj こ とと、 昨日瓦 のあいだの関連を探し出し
て、 その関連を追いながら績 次的学習への道を設定す
るこ とが可 能」に なるとする。 城丸に とって、 技能は
それ自体を学習の対象とできるものなのである。
こ のように、 城丸に おける 「 技能j は、 それ自体目
的か ら独 立して系 統性を持つものと捉 えられており、
f 学習j の対象となっている。 一方 で、 、 「 行動」は実際
の行動のなか で学ぶこ としか できず、 活 動を過 して形
成されるものとされている。 だが、城丸 の定義では、
もま た個 別の技能や動作に よって成立すると
いう点に おいて、 f 行動Jの一 部に 解消 されてしま う。
では、桜丸に おける 「 行動j 概念と、 教科指導に おけ
る f 学習j 概念はどのように 区男せ されるのだろうか。
< 3) r学習J 概念と f学習行動J
城丸 は、 「fl悶々の認識や技能を身に つけるこ とj を
と呼 び、 f具体的人 格がで＝ きていくこ とJを「 形
成Jと呼 んで区別した。 城丸に よれば 、 f 学習は原則 的
に は人 間のあらゆる行動に随伴 しているものJ26 であ
り、人 間の f全人 絡的j な 「 行動Jは、 いずれも f 学
を伴 っているものとされる。 例 えば、 台所で茶碗
を洗うという日 常的な f 行動Jは、 f油 気 のものは、ぬ
るま湯 で洗うとよし リ といった知識を思い出させるな
どの形で、 f 学習j を促 すのと説明している。
城丸 は、 f 学習Jと f 形成Jの相違 を 「 学習は随伴
的iこ 成立し、 形成は平 行的に 成立するJ27 点に 求めて
いる。 例 えば 、鉛筆を小刀 で、削 るという f 行動Jは、
木 材の性質を知るこ とや小刀 の使 い方に上達 するとい
う f 学習Jを f 行動過稜 そのもののなかに不可避 的に
内在Jさせているc 直せ る 「 行動Jに よって「忍
前t 心を育てたり、恋人 への愛 情をつのらせたりj とい
う 「人 絡Jが形成されている。 小刀 の使 い方 は直接的
な指導の対象であるのに 対し、 忍耐 心の育成は削 る主
体と環境に 大きく友右 されて形成される。
城丸 は、 「 学習それ自体を目的とした行動」 を、 「 行
動」 のなか でも 「 学習行動j と呼称、 して夜7-JIJした。 こ
の f 学習行動J＇ま 、 「達 成というものが、 対象を加工 し
たり、 変 化させたりする客 体的な透 成ではなくて、 自
分自身が変 化 をする三主 体的な達 成 を畏 ざ しているJ28 
点で、 一般的な 「 行動j とは異なる。 例 えば、 茶碗 を
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溶 として割ってしま ったとしても、 それが茶碗 の性質
を知るこ とiこ なれば 「 学習行動」 としては達 成された
こ とに なる。 「 行動Jと f 学習行動」の自 指す変 化の対
象が異なる点が向者 を区別する基準である。
城丸 は、 主 体の変 化を目指す 「 学習行動Jに ついて、
f それ自体として学習するこ とは、 知識や技能それ自
体の内的な脈絡連関に 添 って学ぶというこ とJ29 であ
るとその性震 を指摘 する。 例 えば、 現代の金属加工労
働として金属加工 の技能を学習していたとしても、 実
際 の加 工 で 「金属加工労 働そのものか ら自由 に なり、
技能自体が持つ国 有 の法貝lj性や文化的な価値 を学習さ
せるものj となっていく。 すなわ ち、 生活 の必要か ら
f 学習行動j の践 的を選択しても、不可 分に f 知的内
容 を含みこ んで、 くるとこ ろj に 、その性F買 を見ている。
こ の 「 学習行動j の性質は、 主 体の目的か ら分離 でき
ない 「 行動j と、 罰 的か ら格 対的に独 立している技能
との格違 と一致 しており、 技能が f 学習j の対象とな
るのも f 濁 有 の法期 性j を持つためで、 ある。
こ のように 、城丸 は対象物の変 化を尽 指す 「 行動J
に 対して、 主 体の変 化を鼠 拐 す点、で f 学習行動Jを[K
7-J!Jした。 そして、 「 思想と行動能力との統一 されたもの
が人 格J30 であるとし、 「 学習行動jが f人 格jの重要き
な部分である「 思怒 Jの形成に 大きく寄与 するとした。
換 言すれば、 「 学習行動Jを主 とし、 「 思想、j を形成す
る領域として教科指導を構想したのである。 では、 教
科指導の目的である 「 思想」 の形成、 ならびに 教科の
授 業はどのように 構想されていたのだろうか 。
4 . 教科 指導と思想、の形成
( 1 ） 真環 ・ 真実と思懇の形成
城丸 は、 f人 格j の骨 格として、 教科指導で形成され
る f 思想、j を位澄 づけていた。 f 思想」とは f既 成のあ
れこ れのイデオロギー 」ではなく、 「 子どもの見方 ・考
え方 J3 1 であり、 「人 間が生きていくための生きか たj
でもある。 城丸 は、 「人 関 が思想、を必要とするのは、実
践が思想、を必要とするか らで、 あるJ32 と説明する。 日
く、 「恋人 の性質を全 部知ってか ら結婚 しようと思っ
たら、恋 人 が死ぬま で結婚 できないj もので、 吋自 手の
ヌド費約 と思わ れる側 面 に 大胞に依拠 」 して一歩踏 み出
す時 ；こ、 f 思想、Jが護要に なるというこ とである。
こ の f 思想j の形成に 大きく寄与 するものとして教
科があり、 教科ば 「 認識や技能ごと系 統的に 形成するこ
とに よって、 i笠界綴 あるい は思想の婆 素となるものJ33 
であると鋭 かれてい る。 伊！ として、 f 自然 とは0 0 であ
るjとい った世界観 を形成するために 、 科学の体系 を
系 統的に 指導することが挙げられる。
この を形成するために 、 らjL る
ことは、 「真 理や真 実のかたまりj であることであった。
したものが学慣 であるjと
しなおした
ものJ34 で、 あるとする。 ぎし
簡 の体系 jであるべきであり、 ？ 科学や文化をそれ自体
として学習させるために 、 科学や文化の間平干 の内的脈
絡 関連；こt追 って過程として編成すべきものJ35 として
い る。 城丸 ；玄 、
とし、 生活 の必要とい った提 点からで、 はなく、 科学や
文化のもつ系 統性に よって主立識 し、 f真 理・ 真 実Jと子
どもを触 れさせることを重視してい る。
は、
のとい う絞I］泌 があり、 「 そのよう
と深く結びつい てい るJ37 とされる。 城丸iこ と
ザィコ 丸、 、 してきた背景に は生活 の向上
てし、る
、ては、 考えることが
できなし V とされる。 すなわち、城丸に とっての ？真
理 ・ 真 実jば 、 人類 がより良い 生活 を自指すやで獲 得
されてきたものとされてい るのであるc
が生活 向上を目指して得られてくる
学問が体系 をなしてい ることは f 認
識対象が独 自の擦i哀 を持って存 在jし、 かっ f一 定の
質 を持った認識が他と区 別して存 在してい るJ38 こと




よって、 生活 を離 れた 「 認識対象が持つ独 自の質Jが
生み出されると説現 してい る。
｝ のように 、 子どもが 「 思想、」 を形成するために 必
として、 城丸 は 「真 理・ 真 実のかた亥
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りj であることを挙げた。 それは、 生活 向上の騒い の
なかから主主 まれ、 かつ独 自の 弓言、議 対象の質j を持つ
ことを意味してい たc 城 丸 に よれ
ば、 学校が 「哀怒 ・ 真 実j を教えることは子どもが概
括するうえで重要き であり、 「 思想、j を形成するために は
教科に おけ とい うことである。
〈 な ） 認識の概括と く思想性〉 の形成
波丸；之 、 「 教科の授業jが 「概括と、 競拐内部の矛
盾 とに よって、捻迭 されるものJ39 であり、 f 教科とし
ての大きなね らし リ である f 思想j の形成に つながる
とする。 「援活 Jとは 弓翌 識が疑 念・ 法良IJ • 原員IJ として
整 理されることjであり、 「新 しい ことを学ぶための捻
と 「 認識方法や修 得方法； こ 対する自
ことで、 f 文ギ の学
を形成し、 かつ文
－ 干士 会
観 として、 総合されてい くことが必要J41 であるとす
るっ そして、 ri多 物をなんらかの形で概括して把援 する
の形成と呼 ば れる。 ｛例 えば 、道
、ての知識から 活 動車 が返 る
と概括し、 f 自然ゃ 社会に つい ての統一 し
へ とヨさ ることは、 f，思 想性jが形成されたこと
を示してい る。
が行われ、 子どもたちがi玄界観 を築 くニとを、 後に 「 教
科の く 思想、 性） J 43 の形成とi呼称したc
W の f 思想性jは、 「 思想、 j とは区百り されてい る。
先に 見たように 、 城主L のい う に 思想j は 「 自然 は00
だから、 こうい うように 行動しようjとい う
、る。 それに加 えて、 「 思想けま
ものが、 こんどは新 しく率 物を把握 するときに 、 それ
を分析したり総合したりするときの方法としても役 立
つよう 44 でなければ ならない とされるつ すな
わち、 「 j患怒 j；ま単； こ f 自然 は0 0 とい うものだjとい
う見解である 「 思想、投 j がよりー ！謹高 められ、 新 たな
現象；こ 出会ったときに 、
w とに よって「 思
想、 性」 を形成し、t設界 を研究する方 法論を含めた 「 思
想、 」；こ まで高 めることを教 科指導の目的に置く。では、
援活 の対象となる 「 認識j 、あるい は教 科内容とは何 を
指してい るのであろ うか。
( 3 ） 科学的認識と芸術的認識
城丸 によれば 、 認識とは f 対象の属 性や諸側面 ・ 誇
部分の関係を明 らかにすることによっ て、 人 間が対象
を動かし、 変化させ、 変革させることの可能性を明 ら
かにするものJ45 とされる。 科学や文化につい ての概
念念 持ち、 それらに働きかける見返 し を持っ てい るこ
とが、 認識として捉 えられてい る。
この認識は f概念や法異ljによる認識j と 「 形象によ
る認識」の2 つに分類 されてい る。 f概念や法制 による
認識jは f 科学的認識jのことであり、 事実を概括す
ることによっ て学習される。 f 形象による認識j とは
f 芸能 的認識jとされ、 「え たまま、開い たままではな
くて、 Yl たことや良和、たことな繋恕 することJ46 であ
る。 この f 芸術的認識j もまた、 「 認識方 法が教 えるv
とのできるものであり、個 性や流派の相iさ にもかかわ
らず、 共通す る仰 ものかがあるJとされる。
この認識につい て、城丸 は f 感情とか情緒 とかいわ
れてい るものも、認識のー 形式だとい うことができるj
47 と説く。城丸 によれば 、例 えば あるそ子 どもが動物の
性震 を知っ た後；こ 、 その動物を遊 び相 手と考えるよう
に、感情・ 情緒 は対象への認識が変わっ たことへのf主
体の自己 認識j としての性質 を持つ。そのため、 f 感情
や情緒 の教 育j は 「 知的認識ならびに主体の能力の形
成；こ従綴 する」 と認識の指導に含まれてい る。
また、城丸 は f技 能とい うものは、 科学や文化が人
需 のわざに結晶 したものだともい えるJ48 とし、認、 識
と同じような機揺 がさ当 てはまるとする。城丸 は、技 能
の習得が中心となる体育におい ても、 f これを教 科と
して位鐙 づけた場合には、 やはり、 認識とい う角 度に
おい て教 科としての存 在擦 を要求せざるを得ない J49 
とい う。 f 体育指導の災際 に即してい えば 、それが指導
であるかぎ り、 子どもたちの法則 的 ・ 形象的認識に強
く訴 えざるをえなし リ のであり、 身体的な活 動を対象
とする独 自性だけでは教 科lこ ならない と説く。
このように、教 科指導として 「概念や法期 による認
識Jと 「 形象による認識Jの指導に区別した城丸 は、
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これらを系 統的に学習するやでf思想性j が形成され
るとした。 ただし、城丸 には f 行為 や目的活 動によっ
て教 科を区別Jすることが「真 理や真 実を破壊 したり、
歪 めたりしたJ50 とい う意識があっ た。 「 学習行動Jも
また 「 行動Jの一 部であり、教 科におい ても、 「 行動j
fと 返 した人 格形成のj乍用 が入り込み f恩
を限答 するf注i決 性があるため、 認識を軸 として教 科指
しなければ ならない とした。
（ ヰ ） 教科 指導に お け る 要求 奪 三予盾 ” 集団
城丸 は、 f 思恕 性Jな 形成する教 科指導におい て、
認識を深めるために3 つのことを重視した。l つ自 は、
教 科指導を過 して婆求を育てることである。 先にもYl
たように、城丸 にとっ て 「実現 ・ は客観 的に存
復 するもので、 はなく、 生活 向上を求める人々の主主 求と
結び付い てい るものであっ た。 そのため、教 科指導に
おい ても、 子どもの要求を高 めることが護視されたの
であるc 城丸 は f 指導が持つ第一 の特質 は、誘い 、 や
る気 をおこさせることJ5 I にあるとし F 相 手に拒否の
自由 、従わない 自E討 を認めるものj であっ て f 集習 が
成員 相 互の関係ならびに成長 としての行動を律 するこ
とjである f管 理jとは異なるとする。
指導のために、城丸 は f教授内容と現代の生活 との
かかわりについ ての見 とおしを与 えることJ52 が重要
とした。見 とおしには f 目的を達 成するための方 法 ・
手／I演 ・ 道筋 につい ての見 とおしj と 「達 成目的あるい
は達 成行動がもっ 価値 につい ての見 とおしJ53 がある。
例 えば 、植 物の呼吸 が実験を通して検証 できると示す
ことは前者の rYl とおしj であり、様 物の呼吸 と農 民
が土 を耕 すことを欝逮 させ、 「現 在の自己 の生活 」を；意
識させることは後者の f見 とおしJである。
2 つ図 は、 認識のなかに矛盾 をはらんでい ることで
ある。城丸 は、 f教 科は、 たんなる科学の体系 ではな」
く、 「真 理や真 実に対する認識の方 法と、認識への意欲
とを内にはらんだものJ54 とする。 そのために、 f一面
的ではなく、矛盾 をはらむものとして認識が与 えられ
ることj を震 視する。 例 えば 、 「 F悪人 をつかまえる』
だけではなく、 『怒人 でない人 をつかまえる』 可能性が
あるj とい っ たように、 f二 つの側面 を持っ てい ること
を知ることが、 やがてより高 次 な認識に到達 するカと




3 つ自：士 、 集団での認識の高 まりである。波丸｛玄 、
f 自己 と異なる認識・思考方法をもつものを嬢介 とし
て、 学習を発展させるj ことは、 － 哀 実
が、 さまざまな儲知 的なゑ 体を内 にふ くみながら普通




いくのかも学習されると考えたのである。 波丸 は、 f 学
習の組織化j ば 、 f ひとりひとりの子どもの持つ認識の
しつつ、 それらを集団の認識にまで発展さ
せる滋 すじ のなかで、 矛盾 を深化し、 より高 次3公認、裁
に鍔i主 させようとするものj であるとし
このように、 波丸 が 「 思恕他j を形成する教科指導
に求めたものは、 要三jと を高 めること、 矛盾 をや んだ認
識を与 えること、 および集部 での認識に支 で潟めるこ
とであった。これらによって、 線開 たる 「 真 潔・
ち1 となっていくとされたc






質は保 たれるとし、 認識や 技能は
そと返 して得られるという点を指摘 していた。
「 行塁手OJ を返 して人絡形成が為される一 方で、 城丸
は 「 学習行動j が中心となる教科指導では 「真 理・主主
によって 「 思想j を形成することを箆 的としたG
そのためには、 「 学習j もまたf行塁手fJJ であること
まえつつ、 要求との結びつき、 矛活 を主主 んだ認識・集
毘 における認識の援活 を重視したc
えて、 教科指導をめぐる
護の問 題を指摘 できょう。 i つ討 は、 学校での
を返 した指導は不可分に人格形成を伴 うものの、 そこ
たf思想性J －ー とその先にある仁臣、
…ー がなければ、 認識に裏打 ちされた要求を持た
ない、 いわば 社会適 応 的な人格形成にとどまることで
ある。 この指摘 は、 教科・領域 を領民！？ して資 質・能力
している。
2 つ関 は、 人思 想、 性」 を形成するための教科において、
活 動をベー スとした授業展開では、 系 統性や認識をゆ
がめる危険 性があるという ことで、 ある。 波丸 ；士 、 教科
で、 の f 学習j においても f 学習行動j として ？ 行動j
による形成の作用が入ることを踏 まえつつ、 技能をや
心とする 、 認識につながる
り方を説いた。 この点は、 アク ティ ブ ・ラー ニ ングの
動向に対して、 教科学習のブ
ヮ
ロ セ ス自体の費 をF�� い妓
し、 真 理・真 実の追求につながる形で活 動を計留 する
必要性を示しているといえよう。
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